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＜後列左から＞鈴木英宏（渉外委員会・委員長）／小谷大輔（ＪＣブランディング委員会・委員長）／永野啓介（進化するインバウンド創出委員会・委員長）／
青山望（生きる力醸成委員会・委員長）／鈴木悠介（会員開発特別委員会・特別委員長）／辻村洋行（ＬＯＭ政策協議会・議長）／
本多重之（議案審査特別会議・特別議長）／大嶋信哉（共創するまちづくり実践委員会・委員長）／金国健吾（選択する未来推進委員会・委員長）／
市川晶一（スポーツ民間外交推進委員会・委員長）／野々山健治（ＪＣネットワーク委員会・委員長）／梅村洋平（事務局・事務局長）／
【写真】中條圭祐（ワーキングプランナー委員会・委員長）＜前列左から＞鈴木雅之（専務理事）／坂元貞仁（副理事長）／澤田樹男（副理事長）／
岡田訓和（監事）／安藤淳（監事）／今野公介（直前理事長）／山田洋介（理事長）／岩崎洋平（監事）／数井辰浩（監事）／高添久幸（副理事長）／
池田靖典（副理事長）／中垣隆（副理事長）／鈴木健太郎（常務理事）
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9月度
例会

ＴＳＵＮＡＧＡＲＵフェスタ２０１７
～第５０回愛知ブロック大会豊田大会～

9月 9日（土）　
豊田スタジアム

　１９６８年（昭和４３年）に青年会議所会員のために「第１回愛知ブロック会員大会」が豊田の地で開催され、半世紀の時を経て再び豊田の地で「第５
０回愛知ブロック大会」を開催しました。この半世紀の時間経過の中で２０１３年（平成２５年）より青年会議所会員交流のための大会から、一般市民、
関係諸団体、行政を巻き込んだ大会へと大会も様変わりをし、９月９日に開催した記念すべき「第５０回愛知ブロック大会豊田大会」では豊田青年会議所
が主催する「ＴＳＵＮＡＧＡＲＵフェスタ２０１７」を同時開催し、大人からこどもまで一日中楽しめる空間を豊田スタジアムに作りました。延べ人数で
1万８千人の来場者を記録し「ＴＳＵＮＡＧＡＲＵ」をキーワードにし、市民同士、市民と関係諸団体、市民と青年会議所、関係諸団体と青年会議所など
数多くの繋がりを作ることができました。

ミニ四駆大会、ロボット教室を
実施し、ものづくりの楽しさを
体感してもらいました。

ブラジル人と日本人が力を合わせ
両者に受け入れられる新たな「食」
を創造し、新たな価値を創造し
「トヨケリア」として発表しました。

蝶野正洋氏の救命講習では、まちを
知り自分や家族を守る力を身に付け、
生き抜く力を育みました。

ブラジル人モデルコンテストを開
催し、日本と世界の交流の時間が
生まれました。

◀公共空間で多くの人との関わりを
通じて、まちのもつ魅力や誇りを
感じてもらうマルシェ、桃の種飛
ばし大会を開催しました。

▶大人のタグラグビー大会、タグラ
グビー体験会を通して、ラグビーの
魅力や楽しさを体感してもらいました。
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豊田ＪＣ 検索
広報渉外委員会 幹事 木戸麻耶

　年末も近づき、早くも街全体にクリスマスムードが高まってきました。豊田市ではイ
ルミネーションや 11 月 25 日の『KiTARA』のオープンを前に豊田市駅周辺がにぎわい
を見せています。私たち広報渉外委員会も 12 月度例会卒業生を送る会を残すのみとな
りました。16 名の卒業生の想いをしっかりと現役メンバーへ伝え、一人でも多くの特
別会員の皆様と卒業生を送り出せるよう、ご多忙な時期とは思いますが、ぜひご参加い
ただきますようお願い申し上げます。最後に、本年度も私たちの活動に、多大なご理解
とご協力をいただきましたことを厚く御礼申し上げます。

（一社）豊田青年会議所から
まちづくりに関わる
様々な情報を発信！
まちサポメンバーだけの
特典もあるから、

ぜひ登録してみよう！！

スマホやタブレットでも見みやすくＨＰをリニューアル！

体を強くする会「じゃがいもクラブ」[秋季大会 ]活
動
報
告

セントクリークゴルフクラブ10/3（火）

　曇り空の中じゃがいもクラブ秋季大会が開催され
ました。、今回のじゃがいもでは一層シニアクラブと
現役の結束を高める狙いの中、新入会員や入会歴の
浅いメンバーを優先的に組み合わせいたしました。

　年末年始に向けて旅行を計画している方も多いのではないでしょうか。LCC 航空会社が増え、飛行機での旅行がより
身近になりました。今回は鍵師の視点から鍵の救急事例をご紹介します。
　＜スーツケースのインロック＞お手持ちのスーツケース、鍵穴の付近に“TSA LOCK”と書いてありませんか？
これはTSA（米国運輸保安局）の認可を受けたカギで、テロ対策で空港職員がカギを開け、中身の確認を出来るようになっ
ています。開けることもできるので、当然閉めることができます。自分はカギをかけないからといってこのカギを持た
ずにアメリカに行ってしまうと、「空港で閉められてしまって開けられない！」なんてこともありますの要注意。
　＜現地からお土産を送るときは要注意。中に自宅のカギ入れてませんか？＞飛行機旅行で荷物がかさみ、帰りの荷物
を減らそうと土産の郵送。しかしここで注意したいのが、お土産を送るついでに手荷物も一緒に送ってしまうこと。“そ
の送る手荷物に自宅のカギは入っていませんか？”帰宅したものの、カギが手元になく家に入れない、なんてこともよ
くあるトラブルです。
　＜長期不在時は新聞を休刊するなど空き巣対策が効果的◎＞
長期休暇は空き巣の稼ぎ時です。入られない防犯対策をしっかりすることで旅行を心置きなくお楽しみください。防犯
対策はあなたの余暇をより良質なものにします。よい連休をお過ごしください。

豊田JCメンバーによる 鍵カギのトラブル救急ダイヤル
仕 事 の 流 儀

鍵
師
伊
藤
覚

（
株
）
ア
イ
ル
ロ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　講師にジャイロ総合コンサルティング株式会社の西村伸朗氏をお招きし、限られた時間
をより効率的かつ有効な仕事・家庭・青年会議所活動の環境創りをするにはどうしたらよ
いかを課題に、モデルケースを使ってグループワークを行いました。それぞれが現場での
自分の立場と置き換えて問題点を見つめなおしながら、対策や回避について考える良い機
会となりました。実践的事例をグループワークで体験することで、青年会議所活動のみな
らず、本業にまで落とし込むことができる内容となりました。また、ランダムに選出され
た３名のメンバーによるメンバー講評の設えもあり、学びのある例会となりました。

10月度
例会

一燈照隅 万燈照国
～マネジメントの基本を知り、
　　　　　　　　　　有効に人を動かし目標達成する～

（いっとうしょうぐう
　　　ばんとうしょうこく） 10月２7日（金）　

豊田商工会議所会館

　豊田のまちに対する「シビックプライド」を育んでもらうため、今ある「クルマのまち
　とよた」が、トヨタ自動車とともに発展してきたことを、豊田市の歴史を交えて子ども
たちにわかりやすい言葉で伝えるところから始まりました。また、「モノづくりのまち」
であることにちなんで実際に子どもたちが、一つひとつパーツを組み立てて作り上げる
ペーパークラフトカーやブロックを組み立てて作るロボット教室など、親子でモノづくり
に取り組む姿が新鮮でした。「とよたっこコンテスト」では「クルマのまち　とよた」を
描いた市内小学生の１０作品が表彰されました。子どもたちの柔軟な想像力と夢の詰まっ
た作品２０００枚は豊南中学校体育館に展示されました。
表彰式では太田稔彦豊田市長、公益財
団法人あすて豊田彬子理事長、豊田市
上下水道局の方にプレゼンターとして
ご登壇いただきました。優秀作品は、
特殊なプレートに印刷されコモ・スク
エア前～豊田スタジアムへ向かう歩道
のマンホールに掲示されました。

8月度
例会

とよたっ子コンテスト
～僕らの描く未来の豊田市を走るクルマ～

8月 5日（土）　
豊南交流館

11月度
例会

「見える化」で変わる！
　　組織とリーダーの力とは

11月 22日（水）　
豊田産業文化センター

　本年度は豊田市主催のラグビーフェスタと同時開催とし、市内大会と位置づけたタグラ
グビー大会として実施し、市民の方々にスポーツの魅力を感じていただき、２０１９年ラ
グビーワールドカップやスポーツ競技の観戦意欲やボランティアなどとしての参加意欲の
向上と、選手として参加する子どもたちにはタグラグビー競技を通して、ラグビーの精神
性を学び、人を思いやる心を体感することを目的としました。豊田市内の小学生３～６年
生で構成された、２２チームはいずれも優勝を目指し、白熱した試合を繰り広げてくれま
した。また、審判員として、豊田市ラグビーフットボール協会・豊田市スポーツ推進委員
の方々、各チーム付きのスタッ
フとして、中京大学のボランテ
ィア学生の方々にもご協力いた
だきました。表彰式では、太田
市長にもプレゼンターを務めて
いただきました。

11月度
事業

第６回ＪＣフレンドリーカップ タグラグビー大会　
～世界がＴＳＵＮＡＧＡＲＵ ワールドカップ２０１９へ向けて～

11月 12日（日）　
豊田スタジアム
芝生広場

12月度例会 卒業生を送る会
  2017年12月11日（月）
開会 17:30 閉会 21:30

名鉄トヨタホテル 7 階 金扇の間

　人が育つ組織のリーダーとしての在り方と、人が育つ組織の仕組みを学び、自己目標の
明確化と、他者からの評価による成長の明確化によって組織の強化につなげることを学び
ました。講師には河邉幸夫（玉海力剛）元大相撲力士をお招きし、自社で行われている仕
組みを具体的にお話しいただきました。社業はもちろん、強い組織として成長発展するに
は、所属するメンバーが、組織の目的とビジョンを正しく理解し、個人としての成長と人
への貢献を実感できる環境のもとで能動的に活動していることが重要です。事前に自己評
価シートを記載し、自身の本年度の活動や役割について振り返り、例会当日にはさらにそ
こに他者の評価が加えられたものが戻され、自己成長や反
省点を明確に実感するという機会になりました。誰にもあ
る、成長と伸びしろとを、グラフ化され
たシートでわかりやすくとらえ、リーダ
ーとしての気概と資質を学び、成長を促
す組織の風土を創る、組織を強化するた
めに必要な仕組みを学び、自己成長にお
ける他者評価の必要性を認識しその効果
を実感すること機会となりました。


